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歌う童謡 ･読む童謡
- 白秋童謡の音声表現 と今 日的意味-
高 橋 正 道
は じ め に
Blilg
本稿は前稿 ｢幼児の音楽教育と幼児教育者の関わ り- 子どもの歌をめぐって- ｣に継
続するものである｡そこでは,わが国の子どもの歌の歴史をのべた｡それぞれの時代に生き
た人々の歌によせる意味あいや求め方の違い,文学的,音楽的基盤の状況変化,歌の横能の
変化などがあった｡そのために,名称も ｢唱歌｣｢童謡｣｢子どもの歌｣と移 り変わ って来
た｡昭和30年,意識的に ｢童謡ということばの持つ概念化された子どものうたの衣装を-ど
(2)
さっぱりとぬぎすてよう｣という｢子どもの歌運動｣から生まれて来た子どもの歌と,歴史
的に累積されて来たわらべ唄等も含めると,今日の子どもたちは,おびただしい数におよぶ
自分たちの歌のレパートリーを持っていることになる｡
ところで,幼児教育の場面において扱う童謡は,もっぱら ｢歌 う童謡｣であり,また完成
品をレコードや放送などで ｢聞く童謡｣となっている｡さらに,テレビからのそれは,映像
を見ながら,聞いて,歌い,かつ体を動かす,という総合的なものでもあるが,常に楽曲と
しての童謡が主流である｡
従って ｢メロディーのない (作曲のない)童謡｣についての話などをしても,日日の保育
活動との関連において,あまり興味のある問題として聞いてもらえることはないであろう｡
少なくとも,幼児教育者養成機関における ｢音楽｣に関する専門科目では,取 り合ってもら
えそうもないテーマである｡白秋の言うように ｢童謡は童心童語の歌謡｣だからである｡そ
して戦後,ラジオを通して積極的に紹介された童謡は,確かに歌となった童謡であった｡誰
もが ｢白状してしまうのだが,私のJLの中には,曲のつかない童謡なんて･･-という気符が
(3)
ある｣ことを認めざるをえない部分があったようである｡
ところが,｢日本の童謡のことを考えるなら,歌にならない童謡というのは,ほんらい存在
しえないもののように思われようが,童謡かならずLも歌曲でないところが,マザ ･グース
(4)
のかずかずの唄のひとつの特色｣だ,といわれるように,英語圏伝承童謡の世界には ｢読む
童謡｣や ｢朗話する童謡｣がある｡そして ｢マザー･グース｣の翻訳者であ る谷川俊太郎
は,恐らくそこからのヒントと見られる ｢ことばあそびうた｣や ｢わらべうた｣を創作して
(5)
いる｡これらはいずれも,声を発し,読んで,そして聞くことが条件となっていて,特別に
作曲を必要とするものでなく,それ自体で自立しうる力を持っている｡それらは,｢読む｣と
いう表現行為によって,子どもにも大人にも共有できる日本語の響きを楽しむ,いきいきと
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した創造的な場面を提供してくれる｡谷川は ｢読む童謡｣という表現は使わないが,まさし
く ｢読む童謡｣なのである｡
私は,以前から白秋童謡にも,そのような意味での ｢読む童謡｣があると感じている｡白
秋も ｢まざあ ･く､･うす｣を翻訳しているわけだから,声を出して読むという表 現行 為の中
に,音楽を感知していたのではないかと思われるのである｡
本稿は,童謡の持つ多様な広が りのうち,｢読む童謡｣という側面で,白秋童謡の一部分を
とらえ直し,同時に童謡の現在と将来のために,幼児教育の場における童謡 の取 り組み方
に,ひとつの方向を探って見るものである｡
Ⅰ 白秋童謡の自立性 と ｢読む｣ とい う音声表現
(6)
前稿 ｢幼児の音楽教育と幼児教育者の関わり- 子どもの歌をめく､って- ｣では,｢赤
い鳥｣童謡の項で ｢読むべき童謡｣について問題を捉起しておいた｡
仁I秋が中心になって開始された ｢赤い鳥｣童謡は,その展開の経緯の中で童謡の意味あい
が,少しずつ変化して行った｡このことは,白秋童謡を難かしいものにしている｡初めに,
その雅かしい点をあげてみよう｡問題点は三つある｡
(1)-童謡は歌だ,と言いながら作曲を否定している｡
(2)-その歌い方は,子どもにまかせて自由に歌えば良い,と言うが具体的な実例を示す
ことなく童謡を作 り続ける｡
(3)･-r童心童語｣を強調しながら,彼の早い時期に,童心にならなくても詩の心で作れば
良い,と言う｡
順を追って,調べることにする｡
白秋が考えていた童謡観は,次のような,いくつかの言葉から説明される｡
(7)
･｢童心竜語の歌謡である｣
(8)
･｢新らしい日本の童謡は,根本を在来の日本の童謡に置く｣
･｢童謡も詩であらわばならぬOただ童心董語の歌謡体としての特殊の表現を必 要 とす
(9)
る｣
･｢もともと童謡というものが,子供の感情からに7然に生れて出た言葉なり謡なりですか
ら,ただ詩らしく作り過ぎてはいけないのです｡全然子供になってしまうことが必要で
(10)
す｣
ここまでを簡単に言えば,:(･どもに分かる言葉で作られた歌で,わざわざ作曲したメpディ
ーを伴うのでほなく,わらべうたのように自由に歌えば良い,ということになろうQところ
が, 白秋の次の言葉は,難かしい問題を含んでいる｡｢謡 うと言っても唱歌のように作曲
された上で謡うというのでなく子供心の自然な発露から,とりどりに自然に謡い出すという
.tl＼
夙なのが本当でしょう｣と言う｡これを簡単に言えば,作曲するのでなく,わらべうたのよ
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うに歌え,ということになる｡わらべうたの生成過程を白秋のように考えるな らば,｢初め
(12)
に言葉ありき｣ということになる｡ともかく,具体的にどのようなメロディーで歌えば良い
のか,漠として分からない｡｢赤い鳥｣童謡 の読者は,歌い方の寄 り所がないので曲譜を掲
載せよと催促する｡当然のことである｡読者の方から先に曲が投稿されたりして後,成田為
三が正式に作曲担当の専任となった｡そして,白秋と成田のコンビの ｢歌う童謡｣として史
上初の第一作が公にされた｡｢雨｣である｡人為的作詩と人為的作曲が結びついての ｢童謡｣
の誕生,それが,この曲であった｡
(出典｢赤い鳥J復刻版 より)
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｢子供心の自然な発露から｣でなく,｢作曲された上で｣の童謡となって具体的に示きれた｡
鳴 り響く童謡,つまり｢歌 う童謡｣の姿がこれであった｡今後の方向性が見えたことになる
が,白秋の言う｢子供心の自然な発露から｣は,どこかに消えてしまったよ うであ る｡事
実,この点について具体的に示されることはなかったし,私の知る限り,その後の白秋研究
においても問題にされてはいない｡
彼が創作する童謡は,そのようにして,次々に作曲されるべき素材となってい った｡｢赤
い鳥｣第一回音楽会のプログラムになった白秋の ｢あわて床屋｣は,皮肉にも読者から (広
く一般から ｢自由な発露｣で歌われたもの,という意味なのだろうか-･-)の作曲で演奏さ
(13)
れた｡｢新日本の童謡を大成させたい｣という情熱で始めた白秋は,成田の ｢雨｣,石川 (一
般読者)の｢あわて床屋｣をどのような気拝で聞いたのだろう｡出来上った童謡に満足したの
だろうか?香,である｡｢あの曲の作者石川氏に申しあげたいことですが,あわ て床屋は,
私の気持とは可成り相違している･--<中略>-･･どうしても童謡は,作曲しないで子供達
(14)
の自然な歌い方にまかせたほうが---｣というように,出来上 りに対して不満足ということ
だけでなく,ここでも ｢作曲しないで｣と断っている｡子どもにまかせることを強調する｡
｢歌 う童謡｣としての形態が,今後,人為的に作曲されていくであろうことを,承知の上で
なお,の発言である｡
作曲者不信のまま,しかし,童謡の理想を追求する姿勢は,その後も崩れることはない｡
かえって,自信さえうかがえ ｢地方童謡｣の収集と ｢募集童謡｣に意欲を燃やす｡募集童謡
の方は,特に｢幼稚圏以下の子供たちの謡 うようなのを｣としている｡童謡の対象の中でも最
も幼い所-おりて来た｡最も単純な言葉を必要とする童謡のことである｡そこから自由な発
露としてのメロディ-が--確かに理論的には考えられるo『夕焼けを見ながら ｢夕やけ
(15)
小やけ あした天気にな-れ｣と歌う,こうしたのが児童の声です』と言っているOそして
次のように断定する｡｢童謡の全てが専門家の手で作曲された上で,諸種の器楽の伴奏に連
れて歌 うべきものとするのほ謬 りである｡時には在来の童謡の如く,児童自身の身ぶ り手指
(16)
子をもって自由に素朴に歌わるべきもの｣と｡この言葉から分かることは,作曲されるもの
とそうでないものとの区別があるように,うかがえる｡しかし,｢自由な発露から｣生まれ
たと思われる実例の報告はない｡いよいよ人為の詩に,人為の作曲という形態で社会の中に
流布していった｡社会の中に流布された童謡は,享受の仕方によって多様化する｡流行と量
の問題は,いつの時代にもあるとおり,商業化と結びつき,質の低下を招く場合もある｡そ
(17)
れが白秋を嘆かせたのは言うまでもない.そこで彼が目を向けた新しい方 向が あ るOそれ
は,童謡は童謡として自立させておいて,｢董詩｣という分野にも意欲を示し始める｡｢--
こうした歌うべき童謡以外に,静かに読ませ,または黙して味わすべき詩一童詩-も児童に
(18)
与 うべきであろう｣と｡ここから白秋の創作分野 は,｢歌 う童謡｣と ｢読む童詩｣の二つに
区分された｡本稿のテーマである ｢読む童謡｣と言っているわけではなくて 上州読む童謡
ということは考えられぬ｡読むものとしては, --･<略>･--童語の童心の詩体を取れば
いいのである｡童謡は童謡として,一方に童詩の新境地を開拓することは,新人のよろこび
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(19)
でなくて何だろう｣とさえ言っているのだから ｢読む童謡｣はないことになって,私は迷路
に入り込んだかのようである｡ところが,同文にあった ｢童詩の新境地｣というところが要
注意である｡話を先に進めよう｡上の引用に先立つ二年前に ｢最近の私の童謡｣とい うのが
あるが,この文章は,白秋童謡と詩の関係を解 く重要な鍵をにぎっている｡要注意,と言っ
たことと関係する｡｢わたくLはこの頃つくづく思っている｡わ た くし自身が童謡を作るに
ついても,別に今更児童の心に立ち還る必要もないのだと｡詩 を作 り歌を成すのと同じ心
で,同じ態度であってよいのだと｡-･･<略>---詩にも歌にも,童謡にも流通するところ
はただ一つであるべきはずではなかろうか｡ただ童謡は,子供の言葉で,しかも歌 うものと
(20)
して作らるべきおのずからの制約があるJと｡作曲を積極的に認めず,｢自然 の発露｣の具
体例を示すこともなく,ついに童心に成らずとも,詩の心から発した子どもの言葉であれば
(21)
よいというのである｡｢全然 子供になってしまうことが必要｣と強調していたではないか｡
童謡とは何か｡あとは,歌うものとしての形式が残るだけになるのは,誰にも推察できる｡
引き続き彼の文章と読むことにする｡
｢で,結局は形式の問題だけになるのである｡たとえば,わ た くLはあたくし自身の短歌
としてこう歌った｡
朝花の黄のたんばははいとけなし
波揺 り来ればざぶ り濡れつつ
舟寄すと子ら取っ組みぬ水ぎはに
とてもあざやけき黄の花たんばぼ
また,わたくLは,このままの内容で,ことさらに児童に立ち還って歌はうという何らの成
心も必要とせず,ただ形式に言葉だけを換えて,左の如き童謡を作った｡
たんばぼ
沼の田べ りのたんばばは,
たんばばは,
咲けば,ざぶ りと
渡が来る｡
たんばぼ,たんばぼ,
波が来る｡
沼の田べ りのたんばぼよ,
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たんばぼよ,
咲けば,子どもが,
舟で来る｡
たんばぼ,たんばぼ,
舟で来る｡｣
この童謡は ｢童心童語の歌謡｣なのだろうか｡また,これをもって,どのような ｢子供の自
由な発露｣としての歌い方を望むというのだろうか｡童語は確かに認められるが,童心をど
のように説明できるか疑問である｡児童の感情に即したというよりほ,大人の自分,白秋自
(22)
身の詩的境地,芸術的境地に童心が組み込まれてしまてっいる｡絵の画面の中に子どもは見
えるが,童心はないO従って子どもの自由な発露による,わらべうたのように歌 う可能性は
薄い｡この童謡は,白秋の ｢新境地｣である ｢静かに読ませ,または黙して味わすべ き詩
- 童詩｣と同質のものではないかと思うのである｡声を出すか,黙すかは別にして,この
まま味わう静的な童謡である｡
これに対して,別の例を示そう｡非常に動的で声を出して読んでいくことで,そのまま歌
になる.第-の例,
(23)
お祭り
わっしょい,わっしょい,
わっしょい,わっしょい,
祭だ,祭だ｡
背中に花笠,
胸には腹掛,
向う針巻,そろいのばっぴで
わっしょい,わっしょい｡
<第二部略>
わっしょい,わっしょい
わっしょい,わっしょい,
真赤だ,真赤だ,夕焼小焼だ｡
しっかり担いだ｡
明日も天気だ｡
そら探め,操め,挟め｡
わっしょい,わっしょい｡
<以下略>
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まず読む,声を出して読む｡発せられた自分の声を聞く｡あるいは他人の声を聞く｡言葉
(24)
の ｢音そのもの｣が持っているエネルギーによって,躍動する感覚が体内にみなぎって来る
だろう｡白秋研究家の佐藤通雅は ｢近代音楽による曲を前提にしているのではない｡---そ
(25)
うではなく,歌謡としての生命をことばに奪還しようとしている｣と評価する｡
第二の例は,遊びの要素を含んでいる｡
(26)
｢五十音｣
あめんば赤いな
ア,ィ,ウ,工,オ｡
浮藻に小えびもおよいでる｡
柿の木,栗の木,
カ,辛,ク,ケ,コ｡
きつつきこつこつ,枯れけやき｡
----<略>---･
まいまい
禍牛,ねじ巻,マ, ミ,ム, メ,モ｡
梅の実落ちても兄もしまい｡
焼栗,ゆで栗,ヤ,ィ,ユ,-,コ｡
山田に火のつく宵の家
･---<以下略>---
(27)
白秋は,この童謡を ｢将来の児童教育｣という文に,特別の目的で載せている｡それは,
文字教育を,言葉のもっている音から始めるべきだという下 りで示している｡音ひとつひと
つに色,味,香,蝕を感じさせる方を,文字の形を覚えることより先に行なうように,とい
う提言なのである｡
以上 ｢お祭 り｣と ｢五十音｣の二つの例から,｢読む｣という表現の重要性が分かって来る
だろう｡｢五十音｣をのせた文章のタイトルが ｢将来の児童教育｣となっているが,私は今,
それを白秋童謡の現代性という観点で見ている｡作曲されないで ｢自然の露 として--｣
を,ここに見つけることができないだろうか｡
結論的には,作曲されるならそれはそれで良い｡しかし,出版された童謡集は,われわれ
の手元にある｡まずそれを読む,声を出して表現していくうちに,ことばの音そのものの生
命力によって次掛こ感性に働きかけ,体内で燃えるものや魂の躍動性を導き出す｡飛躍から
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飛躍-とつき進み,音楽と同じリズムを生み出して行くOこれを ｢歌う｣と解釈すれば,必
ずしも作曲を前提にせずとも,｢童｣の ｢謡｣は自立できるのである｡従って,白秋童謡に限
らず,他の童謡についても言えることだが,音声表現行為 (最近の用語でいえば,パフォー
マンス)を通しても,音楽的に成 り立つものがある｡言葉を音声化する,ということから,
白秋童謡の ｢謡｣を捉え直す余地がある｡彼のいう｢自由な発露｣を私は,このように捉え
たいのである｡
⊥ I
ここまで述べて来た私の言いたい意味 は,｢読む｣を ｢詠む｣と置き換えることで,伝え
られるかも知れないが,それは,あくまで文字で考えを伝えただけのこと｡そ うでは なく
て,声を出して表現して ｢よむ｣,それによって中身を伝える｡そういう表現行為を重 視し
て,｢童謡｣を捉える方法があるのではないかと思うのである｡
世に,あまたある活字になった ｢○○童謡集｣のページの上に印刷された童謡は,作曲家
の名前が付かない限 り,子どもと対面することはない｡それらは文字を読む能力の備わった
世代に,あるいは大人のロマンの中に呼び覚されるまで,眠ったままとなっている｡藤田圭
雄は ｢近代童謡の最大の詩人である北原白秋でも,その生涯の千数百篇に及ぶ作品の中で,
今日,繰 り返し愛唱されているのほ数十篇である｡-･･<中略>.･-もう一度童謡が生きて
(28)
活躍する場がほしい｣というが,われわれは,確かに白秋をも,過去の遺産のひ とつ とし
て,一筋縄でくくっているかも知れない｡
伝統的童謡の見直しをするために,この章でとり上げた新たな捉え方の可能性が戦後およ
び現代の童謡の中にあるかどうかを,次に探ることにする｡
I ｢子 どもの歌｣とい う広が りと音声表現 レパー トリー
戦後の童謡運動では,｢子どもの歌｣という広がりのある言葉を用いることになった｡その
動きの中で特徴特なことは,第一に,以前にもまして,作曲との結びつきが強くなったことで
ある｡｢曲のつかない童謡なんて-I-｣という状況が確かにある｡時には音楽が先にあって,
その譜面に歌 ｢詞｣をつけるという創作も行なわれている｡ラジオ,テレビによる子どもの
(29)
歌普及の推進力になったのは,それを送る側の制作者たちのプログラムによった｡｢ぅた の
おばさん｣｢うたのおねえさん｣｢NHKみんなのうた｣｢ABCこどものうた｣｢おかあさん
といっしょ｣などがそれである｡そこからは常に鳴 り響く ｢子どもの歌｣として,しかも当
然のことながら,音楽としての独立性を持って効果的に電波で送られたOプロの歌い辛,プ
ロの音響制作者,時には映像担当者も加わって総合的な作品としての ｢子どもの歌｣であっ
た｡普及も早く,インパクトもある｡ ある面で送 り手市場の ｢番組 ･子どもの歌｣ と言 え
る｡そしてその動きは,今日においてもさほど変わってはいないと思われる｡制作者のヴィ
(30)
ジョンがあるからである｡その結果といいうる第二の特徴は,音楽全体が複雑になったこと
で,特にピアノ伴奏部についていえば,器楽的でみごとな出来ばえである｡しかしそれが,
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かえって保育者泣かせの原因になっていることは言うまでもない｡ピアノ技術修得が養成校
において優先している原因のひとつが,このあた りにもあると私は見ている｡保 育者 には
｢弾き歌い｣という技術が課せられるが,そう簡単なことではない｡一方テレビ番組で ｢弾
き歌い｣をしながら子どもの歌を紹介している姿など見たこともない｡いつも歌は歌,ピア
ノはピアノ,そして多くの場合ピアノ伴奏ではなく,オーケストラという豊かな音響が付け
られている｡｢番組･子どもの歌 jほ制作意図に従って,総合的な力で完成された音楽を送り
続けている｡
戦後童謡の第三の特徴は,｢子どもの歌｣の対象が ｢幼児｣のところに向いていることであ
る｡｢幼児童謡｣とも言う｡本稿の副題である ｢今日的意味｣の所在は,ここにある｡｢幼児
童謡｣への移行理由は,幼児そのものについての学問的研究と,それにともなう幼児教育の
発展と充実がもたらした｡子どもの ｢発達段階｣ということに,教育のさまざまな側面が,
関わって来たからである｡つまり,子どもを社会の重要な位置に据え,子どもの世界という
ものを認め,それを大切にするようになった｡ 従って,子どもの歌のテーマも,子どもの
生活に即したもの,生活感情に関わるもの,あるいは,心をのびやかに解放させる遊びの要
素が強いものに向けられた｡ さらに,子どもは ｢未分化｣であると,捉える時,大人は,
彼らに対して ｢全体｣で関わらなければならない｡つまり,ものの根元とか最 も大切 なも
の,さらに,人間とは何か,世界とは何か,というようなテーマをまるごとかかえて,子ど
もと対面することになる｡特に,文学の世界では ｢人間の経験することで,子どもに分から
(31)
ないテーマはない｣と言うM ･エンデの ｢児童｣という垣根を越えた世界に目が注がれてい
る｡子どもの歌を作 り出す詩人においても,もはや ｢童語を持って形式をととのえれば童謡
になる｣というような態度ではなく,物ごとの本質に,子どもと共通の問題として迫ること
が必要になって来た｡子どもにとっての自然の不思議は,大人にとってもそうであり,人の
心の深さも,喜びも,悲しみも,子どもにとっても大人にとっても,共有するものなのだ｡
(32)
このような次元でとらえた ｢子どもの歌｣は ｢万人に開かれた共感性を持つ｣ことになる｡
詩人は ｢自分の中の子ども｣のために作品を作るOそれを扱う大人は,今も生きている r自
分の中の子ども｣と共に享受する｡よもや,幼い日の想い出の世界をさまよい,感傷に耽る
ことではない｡今を生きる目の前の子どもの魂との対話である｡だから,リアルで明快なも
の,躍動し鼓動が聞こえてくるもの,そして遊びやファンタジーの広がる作品が,生まれて
くるようになった｡
｢童謡｣と呼ばれていた小さな世界が,実は子どもと大人に共通する大きな世界と関わって
来たのである｡今後の ｢子どもの歌｣の行くえは,この基盤の上に立って進むべきだと思わ
れる｡その場合,詩がまず作られ,それをもとに作曲家が曲を付けて--というパターンも
あって良いだろうが,それとは別に,声による表現を通して,日本語の音を楽しんだり,吹
々に展開するイメージの流れをつかんで行く活動もあるだろう｡言葉を声に発するところか
(33)
らの出発である｡その為には,そのような活動に適応できるレパートリーが必要となる｡い
くつかの実例をあげて,参考に供したい｡
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以上の実例の表現結果を,ここで説明することは出来ない｡どのような創造的表現が行な
われたであろうか?言葉の持つ響きや音に,全身を集中させて表現することは,創造的活動
なのである｡これを拡大させて行けば, ドラマと一致して来る｡大岡信は,｢声 を とおさな
ければ,どんな思想も生きてこないといっていいくらいに,声というものは思想を肉体化す
(39)
るうえで重要性をもっている｡そのことを日本人は意外なほど忘れてしまっている｣と言う
が,これに答えるひとつの方法として実例を示した｡
ま と め
(40)
日本童謡協会は｢今後の童謡は手造 りの時代だ｣と言う｡この意味を,作詞プラス作曲とい
う従来の/くターンで新らしさを求めて行く,という方法だけではなく,もう一つ,音声表現
による ｢読む童謡Jを,家庭で,教室で,手造 りで行なうことを私は提言する.子どもと身
近で共有できる芸術活動は,われわれの手中にある｡同じように,中ロ言直の言う ｢わらべ
唄の歌詞を全部取っちゃって,器楽だけやったら,殆んど何の歌かわか りませ ん--･<中
(41)
略>--わらべ唄は,言葉がなければ音楽としての独立性は殆んどない｣から大きなヒント
を得るならば,全く反対に童謡につけられた独立性のあるその音楽を取 り去って,言葉 (塞
請)だけの独立性を求めて,それを声に出して読む表現行為の中に見つけて行くことも可能
だろう｡楽譜に示された音符を正しいピッチで,美しい声で,付された伴奏を正しく弾く,
というような問題だけでなく,音声によって言葉の持っている,音の高さとリズムと調子と
抑揚で表現し,イメージを映し出して伝え合う創造活動となるような,童謡の取 り組み方が
あって良い｡そこにも童謡を通した共有の世界が広がるはずである｡
児童文学の世界に ｢読み聞かせ｣という表現方法があるO書かれた本を読むという表現を
(42)
通して,ファンタジーとストリーを共有しているのである｡また,英語圏の童謡伝承におい
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てほ,親が子に読んで聞かせる面が強く,その共有の度合いは,聖書やシェイクスピアと同
(43)
じように,日常生活の中に生きているとい う｡それは現代社会に深 く板をおろし,彼らの生
き方のの基盤になっていると分析されている｡そこには,文字通 り ｢ゆ りかごか ら墓 場 ま
(44)
で｣人間生涯のテーマが含まれ,現実に生きて行 くための ｢精神のバランス作用｣を持てい
るとさえ言われている｡親が子-,自信を持って伝えて行 く共有財産だからであろう｡
童謡のひとつの側面を探って釆たが,ともか く,使い捨て童謡でなく親と子,そして大人
と子どもにとって共有財産 とな りうるような,日本の童謡を今後とも探るものである｡
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